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	応用
	抗原情報
	背景
	retプロトオンコジーン（RET）ホモサピエンス。カドヘリンスーパーファミリーに属するこの遺伝子は、細胞の成長と分化のためのシグナルを伝達する細胞表面分子である受容体チロシンキナーゼの1つをコードしています。この遺伝子は神経堤の発達に重要な役割を果たしており、in vivoおよびin vitroにおいて細胞遺伝学的再構成によって発癌性活性化を受ける可能性があります。この遺伝子の変異は、多発性内分泌腫瘍症IIA型、多発性内分泌腫瘍症IIB型、ヒルシュスプルング病、および甲状腺髄様癌などの疾患と関連しています。
	研究分野
	エンドサイトーシス;がんにおける経路;甲状腺がん;
	画像データ
	

	Ret（リン酸化Tyr1015）抗体を用いたリン酸化ペプチド（リン酸化左）および非リン酸化ペプチド（リン酸化右）免疫原の酵素結合免疫吸着測定法（リン酸化ELISA）
	

	EGF 200 ng/ml 30分処理したCOS7細胞ライセートのRet（リン酸化Tyr1015）抗体を用いたウェスタンブロット解析。右レーンはリン酸化ペプチドでブロッキングされている。

